
資金管理料金に関する共通費用の配賦方法

【自動車の平均残存期間のイメージ】

　　　● 使用済自動車になるまでの平均年数は11年
　　　　　→　現存する自動車の平均使用期間は5.5年（①）
　　　　　→　 5.5年後に自動車の平均使用期間は11年（②）
　　　　　→　 5.5年後に50%の自動車は存在する（③）
　　　　　→　 さらに5.5年後(今から11年後)に存在する自動車はほぼ0%（④）
　　　　　→　 自動車の平均使用年数11年が不変であるとすると、現存する
　　　　　　　　自動車がすべて使用済みとなるまでには今後11年かかる

　　　　　　　　

【共通費用の配賦イメージ】　 　（台数は11年目までの合計）

　　　● 11年目までは新車購入時預託の他、継続検査時等預託、引取時預託された
　　　　　自動車が理論上併存する
　　　　　→　当初11年間は、新車購入時預託、継続検査時等預託、引取時預託される
　　　　　　　 自動車(合計14451万台)に共通費用部分（直課費用以外）を
　　　　　　　 均等配賦する（⑤）
　　　● 12年目以降は、新車購入時預託される自動車及び引取時預託される自動車
　　　　　に配賦する（⑥）
　　　● 引取時預託される自動車は、後付装備についてのリサイクル料金の預託の
　　　　　 必要等があるため、減少傾向ではあるが一部将来的にも発生する
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